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【はじめに】
　近年、高等教育においてIT技術を導入した遠隔教育が盛
んに行われている。
　遠隔教育の授業方法に関する研究知見から、認識的な教
師との双方向性（相互作用）が重要であり、遠隔教育にお
いても教師一学習者個人の関係が要求されていることが示
されている。教授一学習過程において教授者と学習者の問
に生起しているのは社会的相互作用である。人間の知的活
動の本質は個々の人間の頭の中にあるのではなく、他者と
の相互作用によって生じるものであり、道具や人工物との
相互作用によって生じるとされる分散認知（distributed
COgnition）の考え方がある。したがって、両者の杜会的
相互作用を活性化することで学習活動を促進することがで
きるのではないかと考えられる。
【問　題】
　杜会的相互作用では、非言語的な合図が重要な役割を果
たしている。私たちのコミュニケーションは言語、非言語
の多数のチャネル（chame1）を同時に使ってメッセージ
を発信し、受信している。
　対人コミュニケーションを教授一学習過程に転じてみる
と、対面型（face　to　face）授業は教師と学生との循環的な
コミュニケーション過程であると捉えることができる。そこ
では、教師は学生の理解度にあったメッセージを送り（記号
化）、学生の反応を適切に把握することができる（解読）。一
方、遠隔学習環境は教授一学習過程において対面型（face　to
face）授業よりもコミュニケーションチャネルも少なく、
一方向的であり、自主的な学習行動も多くなる。遠隔学習環
境下でいかに教授者と学習者の相互作用を高め、学習者の授
業に対する満足度を高めることは重要な命題といえる。
【研究目的】
　授業の満足度を高める要因のひとつにソーシャルプレゼ
ンス（社会的存在感）がある。ソーシャルプレゼンスとは、
「インタラクションにおいて、他者に対して受ける特徴の度
合いであり、対人関係において結果的に生じる特徴である
（Short，W　and　Christie，1976）」といわれている。このこ
と1手、人がメディアを介したコミュニケーションにおいて
「実在する人」と認識する程度を意味する。人が対面した状
況下でソーシャルプレゼンスを認識する要因には、視線、
姿勢、服装、非言語的表現、音声表現が挙げられている。
ソーシャルプレゼンスには関連する重要な二つの概念、
intimacy（Argyle＆Dean．I965）とimmediacy（Wiener＆
Mehrabian．1968）があるといわれている。人はコミュニ
ケーションの際、物理的な接近、会話の話題、アイコンタ
クト、笑顔等からintimaCy（親近性）を感じる。また、
immediacy（直接性）はコミュニケーションにおいて、受
け取る側が認識する伝ネる側との心理的な距離であり、相
手の言語的表現と非言語的表現から判定されると考えられ
ている。本研究では、ソーシャルプレゼンスに関連する親
近性（intimacy）と直接性（immediacy）の概念から早稲田
大学eスクールの学生を対象に教員、教育コーチ、学生間
のインタラクションおよび授業を分析し、遠隔学習におけ
る教授者の在り方を検討し、学生の満足度を高める教授者
としての在り方を提案することを目的とした。
【方　法】
　2003年度早稲田大学人問科学部eスクールの5つの科目
に対して、BBSにおける教員、教育コーチ、学生のやりと
りを発言数、発言内容、向後ら（2003）による授業評価と
の関連、授業分析を行った。発言内容は発言者と受け手と
いう方向性を明らかにし、発言内容はソーシャルプレゼン
スに関わる情動を喚起する項目に分類して調査した。また、
ソーシャルプレゼンスに関連する授業評価項目、BBSに関
連する授業評価項目についても検討した。授業分析では
ソーシャルプレゼンスに関連する教師の直接的行動を測定
し、BBSでの発言数や発言内容と関連を検討した。
【結　果】
　ソーシャルプレゼンスの高い教員は、BBSでの発言は対
話的な口調で、同意し難い意見には椀曲表現でコンフリク
トを回避していた。授業では、リラックスした姿勢で、ユー
モアや身近な例示を交え、複数のメデイアを使って理解し
やすい配慮があり、話し方は音声表現に富み、視覚的、聴
覚的に展開のある授業であることが明らかになった。教員
の発言数との関連は認められなかった。
　教育コーチには関しては、大きな差は認められなかった
が、教員と学生の間に立つ中立的な立場を守ることや問い
かけを定期的に行うことなどが教育コーチのソーシャルプ
レゼンスを高めることが考えられた。’
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